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８． ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性  

(１) 現状分析 
○交通結節拠点となっている黒崎駅 
黒崎駅周辺は、ＪＲ黒崎駅や西鉄黒崎バスセンター、筑豊電鉄など、公共交通機能
が充実した利便性の高い交通結節点である。 
また、市内バス路線は、西鉄黒崎バスセンターを起点に、郊外に向け放射状に交通
網が形成されており、周辺地域のみならず広域からの公共交通アクセスの利便性が高
い地区である。 
しかしながら、モータリゼーションの進展等に伴い、公共交通機関の利用者は年々
減少傾向にあり、平成 11 年から平成 18 年で、ＪＲ黒崎駅の年間乗降客数は約 25.8％
減少し、筑豊電鉄の黒崎駅前駅・西黒崎駅の年間乗降客数は約 33.3％減少している。 
このため、今後予測される人口減少や高齢化の更なる進展、環境問題の高まりなど
を踏まえると、誰もが利用しやすく、環境にもやさしい公共交通機関の利便増進を図
ることが求められる。 
 
 

(２)公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性 
このような現状から、中心市街地の活性化に向けて、誰もが快適に利用できる公共
交通機関の利便性向上を図るため、公共交通機関の利便性増進のための事業として、
ＪＲ・バスのＩＣカード導入などの乗継ぎ利便性の向上策、広告付きバスシェルター
などのバス停待合環境の改善策、更には、地区内の回遊性を高める巡回バスの運行な
ど、一体的な事業の推進を図ることが必要である。 
 
 

(３) フォローアップの考え方 
毎年度、事業の進捗状況の調査を行い、着実な推進を図る。 
また、数値目標の達成状況や、中心市街地の現状、事業の実施状況等について点検・
評価を行い、目標の達成のために必要な事業の追加、再構築を速やかに行うなど、公
共交通機関の利便性の増進に積極的に取り組む。 
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［２］具体的事業の内容 
（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 
 
（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び実
施時期 

実施主体 
目標達成のための位置付け及
び必要性 

支援措置の
内容及び実
施時期 

そ の 他
の事項 

事業名：新たな魅力
づくり推進事業 
 
内容：中心市街地の
ポテンシャルを生
かした新たなまち
の魅力づくりを検
討するもの 
 
位置：中心市街地 
 
実施時期： 
平成 22 年度 
～平成 24 年度 

実行委員
会・北九州
市 
 

中心市街地のポテンシャル
を生かした新たなまちの魅力
づくりのため、実験的な事業
実施等により、継続可能な事
業手法の検討を行い、また、
地元の主体的な取組みを支援
するもの。 
この効果として、中心市街
地の魅力の向上、来街者の増
加が図られることから、本事
業は、商業の活性化、集客と
回遊性の強化に必要な事業で
ある。 

支援措置：
社会資本整
備総合交付
金（都市再
生 整 備 計
画） 
 
実施時期： 
平成 22 年
度 
～平成 24
年度 

 

事業名：新たな地域
コミュニティ支援
事業 
 
内容：中心市街地の
新たな魅力・地域コ
ミュニティづくり
に向けた調査や社
会実験の実施、担い
手育成支援等 
 
位置：中心市街地 
 
実施時期： 
平成 25 年度～平成
27 年度 
 

実行委員
会・北九州
市 

中心市街地のポテンシャル
を活かした新たな魅力・地域
コミュニティづくりのため、
調査や実験的な事業実施、ま
ちづくりの担い手育成等によ
り、地元（民間）が主体の継
続的な取組を支援するもの。 
この効果として、中心市街
地の魅力の向上、来街者の増
加が図られることから、本事
業は、商業の活性化、集客と
回遊性の強化に必要な事業で
ある。 

支援措置： 
社会資本整
備総合交付
金（都市再
生整備計画
事業（黒崎
副 都 心 地
区）） 
 
実施時期： 
（第２期） 
平成 25 年
度 
～平成 27
年度 
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事業名、内容及び実
施時期 

実施主体 
目標達成のための位置付け及
び必要性 

支援措置の
内容及び実
施時期 

そ の 他
の事項 

事業名：まちづくり
総合支援事業 
 
内容： まちづくり
体制・活動に対する
サポート、調査、活
用策の提案 
 
位置：中心市街地 
 
実施時期： 
平成 22 年度 
～平成 25 年度 

北九州市 地元（民間）の自発的なま
ちづくりを総合的に支援する
ため、持続可能なまちづくり
体制・活動に対するサポート
を行うとともに、遊休不動産
等の利活用を促進するための
調査や活用策の提案を行う専
門家を配置するもの。 
この効果として、中心市街
地の新たな魅力の向上、来街
者の増加が図られることか
ら、本事業は、商業の活性化、
集客と回遊性の強化に必要な
事業である。 

支援措置： 
社会資本整
備総合交付
金（都市再
生整備計画
事業（黒崎
副 都 心 地
区）） 
 
実施時期： 
（第１期） 
平成 22 年
度 
～平成 24
年度 
（第２期） 
平成 25 年
度 
 

 

 
（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし 
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（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び実
施時期 

実施主体 
目標達成のための位置付け及
び必要性 

支援措置の
内容及び実
施時期 

その他
の事項 

事業名：アンテナシ
ョップの設置 
 
内容：農林水産物や
加工食品等を取り
扱うアンテナショ
ップを設置するも
の 
 
位置：北九州市八幡
西区黒崎四丁目 
 
実施時期： 
平成 21 年度 
～平成 23 年度 

北九州農
業協同組
合、北九州
市 

本事業は、市内及び近隣市
町村の農林水産物や加工食品
等を取り扱うアンテナショッ
プを設置し、市民ニーズ等を
調査して今後の農林水産業の
広域連携の形を模索するも
の。 
この効果として、市民ニー
ズが把握でき、また、「黒崎地
区賑わい交流機能の整備」や
「イベントスペース運営事
業」と連携することで、更な
る商店街の魅力の向上、来街
者の増加が図られることか
ら、本事業は、商業の活性化、
集客と回遊性の強化に繋がる
事業である。 
 

支援措置： 
ふるさと雇
用再生特別
基金事業 
 
実施時期： 
平成 21 年
度 
～平成 23
年度 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容及び実
施時期 

実施主体 
目標達成のための位置付け及
び必要性 

国以外の支
援措置の内
容及び実施
時期 

その他
の事項 

事業名：黒崎芦屋間
急行バス 
 
内容：中心市街地の
活性化、本市と芦屋
町との広域連携を
図るため、黒崎地区
と芦屋町との間に
急行バスを試験的
に運行するもの。 
 
位置：北九州市八幡
西区、若松区、芦屋
町 
 
実施時期：平成 14
年～ 
 
 

北九州市、
芦屋町 

本事業は、芦屋町や学術研
究都市方面からのアクセスの
向上を目的に、黒崎芦屋間で
急行バスを運行するものであ
る。 
この効果としては、周辺市
町村や学術研究都市、更には
若松区西部の新興住宅地との
アクセスが強化され、中心市
街地への来街者の重要な交通
手段となり、来街者 
増大へ寄与するため、 
集客の強化に必要な 
事業である。 
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事業名、内容及び実
施時期 

実施主体 
目標達成のための位置付け及
び必要性 

国以外の支
援措置の内
容及び実施
時期 

その他
の事項 

事業名：西鉄バスロ
ケーションシステ
ム事業（にしてつバ
スナビ） 
 
内容：バス現在位置
情報提供サービス
の拡充、平成 19 年
サービス開始、平成
20 年 3 月までに北
九州全エリアに導
入予定 
 
位置：西鉄バス北九
州㈱が運行してい
る北九州地区の全
エリア 
 
実施時期：平成 19
年度～ 
 

西鉄バス
北九州㈱
等 

本事業は、路線バスの現在
位置情報等を提供し、バス利
用者が携帯電話やパソコンか
ら目的のバスの位置情報をリ
アルタイムに確認できる情報
提供サービス「にしてつバス
ナビ」を導入するものである。 
この効果としては、バス利
用者が減少傾向にある中で、
ＩＴ技術を活用した新しいバ
スサービスの充実により、利
用者の利便性が向上し、中心
市街地への利用者の増加が図
られるため、集客と回遊性の
強化に必要な事業である。 
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事業名、内容及び実
施時期 

実施主体 
目標達成のための位置付け及
び必要性 

国以外の支
援措置の内
容及び実施
時期 

その他
の事項 

事業名：ＩＣカード
乗車券システムの
導入（スゴカ） 
 
内容：プリペイドカ
ード式乗車券、乗車
券＋定期券タイプ
の 2種類導入予定 
 
位置：福岡・北九州
エリア 144 駅 
 
実施時期：平成 21
年度～（北九州地
区） 
 

九州旅客
鉄道㈱ 

本事業は、利便性の高いＩ
Ｃカード乗車券の利用エリア
を中心に、駅や駅周辺の商業
施設などで利用できるように
し、利便性を高めるシステム
づくりを推進する。 
この効果としては、公共交
通機関の利便性を向上させる
ことで、中心市街地への送客
効果が期待できる、歩いて暮
らせるまちづくりの実現が図
られ、高齢者をはじめとした
交通弱者の移動手段の確保や
公共交通機関の利用増進が図
られるため、集客と回遊性の
強化に必要な事業である。 

  

事業名：ＩＣカード
事業（ニモカ） 
 
内容：非接触型プリ
ペイド方式、乗車券
＋定期券＋商業系
カードの統合化、 
 
対象：一般路線バ
ス、高速バス 
 
位置：福岡県を中心
に実施 
 
実施時期：平成 20
年度～平成 21 年度 
 

西鉄バス
北九州㈱
等 

本事業は、公共交通の利用
者及び商店街の来客数減少に
対応するため、公共交通機関
と商業施設が一体となった決
済サービス・ポイントサービ
スの導入を行うものである。 
この効果としては、公共交
通と導入商業加盟店・商店街
等の間の相互送客効果が見込
まれ、それぞれの利用拡大が
期待でき、また、ＩＣカード
にポイント機能を付加し、利
用者が双方で利用することが
可能となって、アクセス、買
い物の利便性が高まるため、
集客と回遊性の強化に必要な
事業である。 
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事業名、内容及び実
施時期 

実施主体 
目標達成のための位置付け及
び必要性 

国以外の支
援措置の内
容及び実施
時期 

その他
の事項 

事業名：広告付きバ
スシェルター整備
事業 
 
内容：屋根、照明、
防風、広告の機能を
もつ上屋を整備 
 
位置：平成 20 年度
は市内 50 箇所、う
ち中心市街地では
５箇所程度を整備
予定 
 
実施時期：平成 20
年度～ 
 

西鉄バス
北九州㈱ 
エムシー
ドゥコー
㈱ 

本事業は、公共交通の要で
あるバス利用を促進するた
め、屋根、照明、防風の機能
をもった上屋を整備すること
でバスを待つ利用者の快適性
を向上させるものである。設
置後も徹底した清掃・メンテ
ナンスを行うことで、快適か
つ清潔感のあるバス待ち環境
を維持し続けることが可能と
なる。 
この効果としては、街並み
になじんだ落ち着いたデザイ
ンの上屋と２週間毎に変わる
上質な広告が、都市の景観の
向上に寄与するとともに、街
の賑わい創出や夜間の照明に
よる防犯の効果も期待できる
ため、集客と回遊性の強化に
必要な事業である。 
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事業名、内容及び実
施時期 

実施主体 
目標達成のための位置付け及
び必要性 

国以外の支
援措置の内
容及び実施
時期 

その他
の事項 

事業名：黒崎副都心
地区巡回バス運行
事業（再掲） 
 
内容：ＪＲ黒崎駅、
中心商店街ゾーン、
周辺の大規模商業
施設との間の巡回
バスの運行 
 
位置：中心市街地及
びその周辺 
 
実施時期：平成 21
年度～ 
 
 

イオン㈱、
西鉄バス
北九州㈱ 

本事業は、ＪＲ黒崎駅と中
心商店街、中心市街地周辺の
大規模商業施設とを結ぶ巡回
バスを運行し、地区内の移動
の利便性を高めるものであ
る。 
この効果としては、地区周
辺の大規模商業施設の来訪者
が中心市街地へも回遊するこ
ととなり、地区への来街者の
増加と賑わいの向上が図られ
ることから、商業の活性化、
集客と回遊性の強化に必要な
事業である。 
 

  

事業名：ＩＴサポー
トセンターの開設 
 
内容：大手通信プロ
バイダーのサポー
ト業務を展開する
サポートセンター
の開設 
 
位置：北九州市八幡
西区黒崎一丁目 
 
実施時期： 
平成 21 年度 

富士通コ
ミュニケ
ーション
サービス
株式会社 

本事業は、黒崎駅に隣接す
る黒崎メイト内に大手通信プ
ロバイダーのサポートを主業
務とするサポートセンターを
設置し、センター開設 1 年後
までに 350 名の雇用を創出す
るものである。 
この効果として、新規雇用
の創出や新規雇用者の買い物
等による中心市街地の経済活
性化が図られることから、本
事業は、賑わいの創出、商業
の活性化の強化に必要な事業
である。 

  

 



 
 

 

 
 ＊位置の特定が出来ない事業 

優良賃貸住宅供給支援事業 
北九州市住まい支援事業 
黒崎副都心賑わいづくり推進事業 
「長崎街道」歴史と文化を活かしたまちづくり事業 
都心・副都心巡回清掃事業 
地元商業者、まちづくり団体、自治会等と新集客ゾーン
との連携事業 
商店街活性化総合支援事業 
商店街賑わいづくり支援事業 
中小企業団体共同施設等設置補助 
くろさきホスピタリティ事業 
共通駐車券事業 
マーケティング事業 
黒崎賑わいづくり発信プロジェクト推進事業 
新たな魅力づくり推進事業 
まちづくり総合支援事業 
黒崎商店街満喫ツアー運営事業 
黒崎商店街魅力アップ事業 
黒崎地区中心市街地賑わい再生事業 
黒崎商店街回遊性向上事業 
ＩＣカード乗車券システムの導入（スゴカ・ＪＲ九州） 
ＩＣカード事業（ニモカ・西日本鉄道㈱） 
西鉄バスロケーションシステム事業（にしてつナビ） 
広告付きバスシェルター整備事業 
黒崎芦屋急行バス 
黒崎副都心地区巡回バス運行事業 

文化・交流拠点地区（ホール、図書館），（広場・

緑地等）,（民間収益施設）の整備 

黒崎みち再生事業を活用した通りづくり 

黒崎地区賑わい交流機能の整備 

中央町穴生線街路事業 

区域：約70ha 

地区計画を活用した土地利用の規制 

撥川の整備 

中心市街地における共同住宅供給の促進 

共通商品券事業 

情報発信事業 

商業ベンチャー育成モデル事業 

まちのルールづくり 

黒崎まちの駅ネットワーク事業 

黒崎中央小学校宿場通り外構整備事業 

黒崎中央小学校の建築事業 

未利用地等を活用した民間住宅プロジェクト推進事業 

おもてなしトイレ事業 

子どもの館リニューアル事業 

コムシティの再生 

「ふれあい通り」周辺の拠点開発事業の立

上げに関する調査検討事業 

大型店等空きビル・空き店舗の利活

用推進事業 

長崎街道みち整備 

黒崎中央公園・柿原公園整備事業 

黒崎ペデストリアンデッキ整備 
黒崎３６号線(黒崎駅前広場) 

ＩＴサポートセンターの開設 

黒崎駅前線・黒崎駅前線（岸の浦工区） 

空き店舗賃借料補助制度の拡充 

イベントスペース運営事業 

アンテナショップの設置 

市道黒崎２号線（黒崎１号歩道橋） 

黒崎二丁目地区市街地再開発事業 

 市街地の整備改善 ※施策区分の色分け 都市福利施設の整備 街なか居住の推進 商業の活性化 公共交通機関の利便増進 

ＪＲ黒崎駅 

八幡熊西郵便局 

八幡西区役所 

筒井小学校 

コムシティ 

黒崎警部交番 

黒崎駅前駅 
 

八幡熊手郵便局 

黒崎市民センター 

八幡西警察署 

八幡西郵便局 

熊西小学校 

イオン黒崎 
ショッピング 
センター 

社会保険事務所 

九州厚生年金病院 

厚生年金ハートピア北九州 

新集客 
ゾーン 

総合健康・ 
保健地区 

黒崎中央小学校 

子どもの館 
井筒屋・メイト黒崎 

◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 


